
ファンダメンタルズ
バザール
アーティストと
科学者
交流の展示
2021年 6月 6日 (日 ) 12:00-16:30

日本科学未来館 7階 木星にて
無観客生配信
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ファンダメンタルズ
バザール
20名のアーティストと科学者 /交流の端緒の開示
わたしは見、聞き、思考し、交換する
20のユニットと 4つの島を設置した特設会場で、20名のアーティストと科学者が、1日を通じてこの先拓かれる可能性を探ります。交流の
端緒が生配信にて開示されます、視聴はもとより、ワークショップへ参加することで、ぜひご自身も身を投じてみませんか。なお、アーティ
ストと科学者は、予めコーディネートされた5名のアーティスト/科学者と個別に交流を行い、今後共に歩むパートナー候補を1名に絞ります。

①アーティストと科学者の対話 (配信 )
1セッション 90分、全 10セッション。10組 20名のアーティストと科学者の対話を、1組づつ同時配信します。モデレートは哲学者が行います。

②アーティストと科学者の対話 (ワークショップ )
1セッション 90分、全 10セッション、定員若干名、要申込。単に①の対話を聞くだけでなく、多様なバックグラウンドを持つ来場者と共に
それが自分にとってどういうことなのか考えてみる時間を持ちませんか。ゴールは設定しません。モデレートは哲学者が行います。※参加
には事前予約が必要です。来場者同士の対話は非公開となります。

1セッションごとのタイムテーブル (①・②共通 )

00:00-00:30 アーティストと科学者の対話 (前半 )　00:30-00:40 来場者同士の対話 /視聴者からの質疑
00:45-01:15 アーティストと科学者の対話 (後半 )　01:15-01:25 来場者同士の対話 /視聴者からの質疑

2021年 6月 6日 (日 ) 12:00-16:30
日本科学未来館 7階 木星にて　無観客生配信
対象 :高校生以上　参加費 :無料　申込 :ファンダメンタルズウェブサイトから

主催 :科学技術広報研究会 (JACST) 隣接領域と連携した広報業務部会　 共催 :東京大学カブリ数物連携宇宙研究機構
助成 :公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京　協力 :大阪大学大学院理学研究科

アートワーク :櫻井崇史　デザイン :牧寿次郎　会場制作 :奥多摩美術研究所

参加方法
視聴にはファンダメンタルズウェブサイトから視聴申込が必要です。後日のアーカイブ配信は予定していません。ワークショプ (② )への
参加には別途参加申込が必要です (6月 3日申込締め切り )。なお、ご希望される方にはチラシと参加者総覧兼ポスターを郵送します。視聴
申込み時に郵送先をお知らせください。
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桑原俊介 (美学 )

小平健太 (ドイツ哲学 )

永井玲衣 (倫理学 )

ファンダメンタルズ
プログラム
交流環境を整備する
より "適切 "な美術像・科学像が結ばれることにより、美術と科学が広く "一般的 "な存在になること、ひいては広く評価主義とは異なる
評価体系が準備されること、アート &サイエンスの文脈において、"真理 "探究としてのアート &サイエンスが立ち上がることを期待したい。
そのために 3年間、実践的に次を試みる。
(1)科学者・アーティスト間の汎用的な交流とその開示モデルを構築すること
(2)科学者・アーティストの交流プラットフォームを形成し広く一般的に拡張していくこと
(3)まだ見ぬ真理を追うことの重要性について、広く世論の合意形成に努めること

ファンダメンタルズ
もし正しくまみえることができたならば
ファンダメンタルズという呼称は、【ファンダメンタル :基本、根本、基礎を追うことを行う人たち】という意味で名付けた。美術と科学は、
方法、出力、マナー、全てが大きく異なるが、基本、根本、基礎を追うという 1点においては等しい。幾層もの異なりを飛び越えて、もし
両者がその 1点において正しくまみえることができたならば、それは "真理 "や "普遍 "に触れることであるだろう。もし彼らがまみえる
その場が広く一般にひらかれるならば、それは美術と科学が新たに社会とつながり直す試みとなるだろう。初回となる今回参加するのは、
公募にて集まった 20名のファンダメンタルズ。(応募いただいた参加者からの要望で、事務局がコーディネートした科学者も含みます。)
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